
1991年出上の木簡

行

「久
貝
忠
左
衛
門
正
俊
」
の
名
は
、
遺
物
の
年
代
観
と
も

一
致
し
て
お
り
、

注
目
さ
れ
る
。　
こ
の
人
物
は

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
よ
れ
ば
慶
長

一
九
年

（
三
全

四
）
に
大
坂
冬
の
陣
に
供
奉
し
、　
そ
れ
以
来
活
躍
し
て
、　
元
和
五
年

盆

六
一
九
）
に
大
坂
町
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
武
蔵
国
、
河
内
国
八
上
郡

・
讃
良
郡

・
交
野
郡
な
ど
に
所
領
を
も
つ
が
、
当
地
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。　
た
だ
し
寛
永
八
ぞ
九
年

（
三
全
〓
ど
一
一全
三
）
の
も
の
と

思
わ
れ
る

『
大
坂
御
城
並
町
中
之
図
』
の
中
に
は
、
天
満
橋
の
た
も
と
に

「久

貝
困
幡
守
屋
敷
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
当
時

「久
貝
忠
左
衛
門
正
俊
」
が
当
地
付

近
に
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

今
回
見
つ
か
っ
た
木
簡
は
、
そ
の
形
態
か
ら
荷
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
か
久
貝
家
の
屋
敷
に
運
ば
れ
て
き
た
荷
物

に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
不
要
に
な
り
、
陶

磁
器
な
ど
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
釈
読
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
文
化
財
協
会
の
豆
谷
浩
之
氏
の
協
力
を
得

た
。

（植
木
　
久

・
伊
籐
　
純

。
大
成
可
乃
）

大
阪

・

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
島
之
内

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
五
月
を

一
九
九

一
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
秀
典

。
清
水
ひ
か
る

ｏ
松
尾
信
裕

５
　
遺
跡
の
種
類
　
銅
精
錬
所
跡

・
豪
商
住
宅
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
．一
七
ぞ
二
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
遺
跡
に
は
住
友
家
が
経
営
し
た
銅
の
精
錬
所
、
住
友
長
堀
銅
吹
所

（寛

永
一
三
年

〔
一
一全
一一金

を
明
治
九
年

〔
一
八
七
一金
）
と
住
友
本
家
住
宅
（元
禄
三
年

〔
一
六
九
〇
〕ど
昭
和
二
〇
年

〔
一

九
四
五
〕）
が
存
在
し
た
。
発
掘

面
積
は
約
三
六
〇
〇
∬
で
、
銅

精
錬
所

。
住
宅
関
連
の
多
く
の

遺
構

。
遺
物
が
出
上
し
た
。

郵
　
木
簡
①
は
、
平
面
五
ｍ
た
三

厳　
ｍ
の長
方
形
で
、
深
さ
一
・二

伏
を
一
・
四
ｍ
の
穴
の
底
近
く
か

ら
出
上
し
た
。
こ
の
穴
は
形
状

住薮
友患
銅テ
吹會
万斤ヒ
跡



か
ら
精
錬
作
業
用
の
水
溜
と
み
ら
れ
、
も
と
は
内
部
に
木
組
の
水
槽
が
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
①
も
そ
の
部
材
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
遺
構
の
時
期
は

出
土
遺
物
な
ど
か
ら

一
八
世
紀
初
頭
以
前
の
可
能
性
が
強
い
。

木
簡
９
が
出
上
し
た
遺
構
は
、
全
体
の
約
半
分
が
攪
乱
さ
れ
、
上
部
も
失
な

わ
れ
て
い
た
が
、　
一
辺
が
○

。
九
ｍ
前
後
の
方
形
で
、
深
さ
が
○

・
八
を

一
。

一
血
前
後
の
穴
と
推
定
し
て
い
る
。
残
存
し
た
部
分
の
側
壁
は
ほ
ぼ
垂
直
で
、

一
辺
に
は
側
板
が
存
在
し
た
。
こ
の
穴
の
底
近
く
か
ら
幅

一
〇
を
二
〇
側
前
後
、

長
さ
三
五
を
五
五
伽
、
厚
さ

一
。
五
伽
前
後
の
板
五
枚
と
少
量
の
銅
精
錬
滓

・

軒
瓦
が
出
土
し
、
板
二
点
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち

一
点
は
、
墨
書

が
板
の
一
部
に
残
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
報
告
か
ら
除
い
た
。
遺
構
分

時
期
は
、
遺
物
が
少
な
く
明
確
に
し
難
い
。
軒
瓦
は

一
八
世
紀
以
前
の
も
の
で

あ
る
。
遺
構
の
位
置
は
享
保
九
年

（
一
七
一一四
）
以
前
な
ち
ば
銅
精
錬
所
内
、
そ

れ
以
降
な
ら
ば
住
友
家
住
宅
内
と
思
わ
れ
る
。
遺
構
の
性
格
は
水
そ
の
他
を
貯

蔵
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

買
商
標
じ

上
々
白
味
正
味
拾
三
貫
日
入
」

「
運
掛
釦
正
味
百
斤
入

泉
屋
吉
左
衛
門
支
配
」

⑪
と
②
と
も
に
板
の
本
来
の
横
幅
は
不
切
で
あ
る
。
板
上
面
の
周
縁
に
は
貫

通
す
る
釘
穴
が
あ
る
。
②
と
共
に
出
上
し
た
別
の
墨
書
の
あ
る
板
も
同
様
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
板
の
形
状
や
墨
書
の
状
況
か
ら
、
木
箱
の
上
蓋
と
思
わ
れ
る
。

ω
は
板
の
左
端
に
内
容
物

（上
質
の
自
味
）
と
そ
の
重
さ

（
一
三
貫
目
）
が
書
か

れ
、
そ
の
右
に
は
記
号
状
の
塁
書
の
一
部
が
確
認
で
き
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
白
味
は
市
之
川
鉱
山

（愛
媛
県
）
の
よ
う
に
ア
ン
チ
モ
ン
鉱

山
の
産
物
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、　
一
般
に
は
白
日
と
同
意
で
あ
り
、
通
常
、

銅
と
と
素

・
ア
ン
チ
モ
ン
・
鉛
な
ど
の
合
金
を
意
味
し
、
鋼
や
銀
の
精
錬
で
生

じ
る
。
銅
の
鋳
造
に
お
い
て
、
こ
れ
を
加
え
る
と
溶
融
温
度
の
低
下
、
鋳
造
品

の
硬
度
の
増
加
、
湯
流
れ
の
向
上
に
よ
る
鋳
型
文
様
転
写
の
向
上
な
ど
の
利
点
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∞
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1991年出上の木簡

が
あ

っ
た
。
こ
の
墨
書
は
鉱
山
そ
の
他
の
精
錬
所
で
得
ら
れ
た
白
味
が
こ
の
住

友
長
堀
銅
吹
所
に
運
ば
れ
た
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
長
堀
鋼

吹
所
か
ら
製
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
時
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
は
板
の
左
端
に
内
容
物
の
製
造
者

（泉
屋
苦
左
衛
門
）、　
そ
の
右
に
は
内
容

物

（銅
）
と
そ
の
重
さ

（百
斤
）
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
墨
書
に
類
似
す
る
史
料
と
し
て
、
住
友
家
が
元
禄

一
四
年

（
一
七
〇
こ

に
足
尾
銅
山
製
の
悼
銅

（輸
出
用
銅
地
金
）
を
幕
府
銅
座

へ
納
入
し
た
際
の
銅
箱

上
書
き
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
り
、
次
の
通
り
で
あ
る
（住
友
史
料
館
編

『住
友
史

料
叢
書
　
銅
座
公
用
留
・
銅
座
御
用
れ
』
　

一
九
八
九
年
　
一
四
一
頁
）。

封
印

※
御
運
上
悼
銅
正
味
百
斤
入

泉
や
吉
左
衛
門
支
配

但
横
印
※

右
箱
詰
釘
打
付
、
縄
か
ら
け

二
て

（以
下
略
）

②
の
墨
書
も
箱
の
中
身
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
泉
屋
か
ら
幕
府
銅
座

へ
の

納
品
時
の
上
書
き
と
思
わ
れ
る
。

住
友
家
の
当
主
が
吉
左
衛
門
を
称
す
る
の
は
第
三
代
が
最
初
で
、
寛
文
二
年

全

六
一全
０
以
降
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
七
を

一
一
代
の
間
、
天
明
元
年
盆

七

八
一
）
を
元
治
元
年
全

八
六
四
）
は
別
の
通
称
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
住
友
家

が
苗
字
の
使
用
を
許
さ
れ
る
の
は
文
化
八
年

（
一
八
一
こ

で
、
そ
れ
以
前
は
泉

屋
の
屋
号
を
用
い
て
い
る
。
よ
っ
て
姓
名
の
記
載
か
ら
み
た
墨
書
の
年
代
の
上

限
は
寛
文
二
年
、
下
限
は
天
明
元
年
で
あ
る
。

釈
読
と
墨
書
全
般
に
つ
い
て
住
友
史
料
館
今
井
典
子
氏
、
白
味
に
つ
い
て
は

葉
賀
七
三
男
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

白
目
に
つ
い
て
は
葉
賀
七
三
男

「
白
目
に
つ
い
て
」

翁
日
本
鉱
業
会
昭
和
六
三

年
春
季
大
会
鉱
業
史
分
科
会
講
演
要
旨
』
　

一
九
八
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

９
　
関
係
文
献

鈴
木
秀
典

「
大
阪
府
大
阪
市
住
友
銅
吹
所
跡
」

翁
日
本
考
古
学
年
報
』
四
三

一
九
九
二
年
）

鈴
木
秀
典

・
清
水
ひ
か
る

「江
戸
時
代
最
大
の
精
錬
遺
跡
住
友
銅
吹
所
の
発

掘
」

一　
。
一
一
（働
大
阪
市
文
化
財
協
会

『葦
火
』

二
九
・
三
一
　

一
九
九
〇

・
九

一

年
）鈴

木
秀
典

「
大
阪

・
住
友
銅
吹
所
跡
」
翁
木
簡
研
究
』

〓
二
　
一
九
九

一
年
）

（鈴
木
　
秀
典
）




